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我
が
国
で
は
、
１
９
６
１

年
に
実
現
し
た
国
民
皆
保
険

制
度
に
よ
り
、「
い
つ
で

も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で

も
」
保
険
証
一
枚
で
高
水
準

の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
世
界
に
誇
る

医
療
提
供
体
制
が
構
築
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
近
年
の
少

子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
、
雇
用
形
態
の

変
化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど

に
よ
り
、
社
会
保
険
料
の
み

で
の
医
療
提
供
が
困
難
に
な

っ
た
。
右
肩
上
が
り
の
国
民

医
療
費
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
医
療

提
供
体
制
の
持
続
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
人
口
減
少
に
よ
り

内
需
が
縮
小
し
、
か
つ
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
し
続
け
る

我
が
国
に
お
い
て
、
医
療
・

介
護
分
野
は
数
少
な
い
成
長

産
業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

医
療
・
介
護
分
野
の
産
業
の

成
長
を
妨
げ
ず
に
、
い
か
に

国
民
医
療
費
の
増
加
を
抑
制

し
て
い
く
か
と
い
う
、
舵
取

り
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

私
は
医
療
経
済
評
価
に
関
す

る
研
究
を
始
め
、「
医
薬
品

・
医
療
機
器
等
の
費
用
対
効

果
評
価
に
お
け
る
公
的
分

析
」
の
業
務
に
参
画
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
・
介

護
の
支
払
い
の
構
造
で
は
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
者
と
利
用
者
双
方
に
お
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
コ

ス
ト
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

経
済
成
長
が
鈍
化
し
、
超
高

齢
化
を
迎
え
る
我
が
国
に
お

い
て
は
、
医
療
・
介
護
に
関

わ
る
コ
ス
ト
の
問
題
は
無
視

で
き
ず
、
費
用
対
効
果
に
基

づ
く
、
よ
り
効
率
的
な
保
険

制
度
へ
昇
華
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

　

医
療
・
介
護
は
多
く
の
人

手
が
必
要
な
、
い
わ
ゆ
る
労

働
集
約
型
産
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
人
口
減
少
と
い
う
厳

し
い
状
況
下
で
、
人
海
戦
術

や
コ
ス
ト
削
減
の
み
で
成
長

を
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

領
域
へ
の
シ
フ
ト
（
高
付
加

価
値
化
）
や
、
省
人
化
・
省

力
化
が
必
要
で
あ
る
。
医
療

経
済
評
価
は
、
そ
の
よ
う
な

最
適
化
の
判
断
に
、
重
要
な

科
学
的
知
見
を
提
供
す
る
学

術
分
野
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
自
身
は
ま
だ
初
学
者
で
あ

る
が
、
自
身
の
医
療
経
済
研

究
や
、
そ
の
人
材
育
成
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
医
療

提
供
体
制
の
あ
り
方
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
感
染
症
学

�

宇
野
俊
介　

87
回
）

生
命
の
神
秘
に
迫
っ
た
研
究
と

人
工
知
能
に
革
命
を
起
こ
し
た
研
究

第29回慶應医学賞受賞者決定第29回慶應医学賞受賞者決定

斎さ
い

藤と
う 

通み
ち

紀の
り 

博
士

京
都
大
学
高
等
研
究
院 

教
授

京
都
大
学
ヒ
ト
生
物
高
等
研
究
拠
点

（
Ｗ
Ｐ
Ｉ–

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
ｉ
） 

拠
点
長

D
デ ミ ス

emis H
ハ サ ビ ス

assabis博士

Google DeepMind社
Co-Founder & CEO

福
王 

嘉
浩（
５
年
）

Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
運
営
委
員

第
6
回
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
を
終
え
て

【
実
行
委
員
長
】

Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
運
営
委
員

Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
を
終
え
て

【
運
営
委
員
】

　

学
生
団
体
「
慶
應
赤
倉
ア

カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ
Ａ
）」
に

所
属
す
る
大
学
生
の
発
案

で
、
慶
應
義
塾
一
貫
校
の
中

高
生
に
医
療
系
３
学
部
の
学

生
生
活
を
伝
え
た
い
と
２
０

２
０
年
に
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
が
始
ま

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
の
影
響
に
よ
り
２
０
２
０

年
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
企

画
、
２
０
２
１
年
と
２
０
２

２
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で

し
た
が
、
２
０
２
３
年
か
ら

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

福
王
嘉
浩
君
（
医
５
）
の

総
合
司
会
で
開
会
し
、
武
田

純
三
三
四
会
長
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
１
部

は
斎
藤
樹
君
（
薬
４
）
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
３

学
部
大
学
生
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
学
生
パ
ネ
リ
ス
ト

は
福
岡
理
玖
君
（
志
木
高
卒

・
医
２
年
）、
寺
澤
哲
君

（
塾
高
卒
・
医
２
年
）、
松

野
紗
紀
君
（
女
子
高
卒
・
医

２
年
）、
永
田
み
の
り
君

（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
卒
・
医
２
年
）、

長
澤
佳
南
君
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
卒
・
医
２
年
）、
關
口
花

央
君
（
女
子
校
卒
・
看
２

年
）、
黒
石
川
玉
菜
君
（
Ｓ

Ｆ
Ｃ
卒
・
薬
２
年
）
の
７
名

で
し
た
。
中
高
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
中
高
生
の
時
に
頑

張
る
べ
き
こ
と
：
部
活
動
、

友
達
作
り
、
英
語
）、
大
学

生
活
の
紹
介
（
授
業
や
実

習
、
ゼ
ミ
や
研
究
、
部
活
、

サ
ー
ク
ル
、
バ
イ
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
や
い
ろ
い

ろ
な
進
路
の
紹
介
（
医
師
／

看
護
師
／
助
産
師
／
薬
剤
師

な
ど
の
国
家
資
格
、
研
究

者
、
会
社
員
、
起
業
な
ど
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
儀
賀
暁
君
（
埼
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慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
53
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

第
29
回
を
迎
え
た
今
年
の

慶
應
医
学
賞
受
賞
者
は
、
京

都
大
学
高
等
研
究
院
教
授
の

斎
藤
通
紀
博
士
と
、
英
国

Google DeepMind

社Co-
Founder & CEO

の
デ
ミ
ス

・
ハ
サ
ビ
ス
博
士
両
名
に
決

定
し
、
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員
会
は
下
記
の
と
お
り
授
賞

理
由
を
発
表
い
た
し
ま
し

た
。

第
29
回
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員佐
藤
俊
朗
（
委
員
長
・
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
医
化
学
教

授
）、
天
谷
雅
行
（
同
医
学

部
皮
膚
科
学
教
授
）、
家
田

真
樹
（
同
医
学
部
内
科
学

（
循
環
器
）
教
授
）、
久
保

田
義
顕
（
同
医
学
部
解
剖
学

教
授
）、
塩
見
春
彦
（
同
医

学
部
分
子
生
物
学
教
授
）、

田
中
謙
二
（
同
医
学
部
先
端

医
科
学
研
究
所
脳
科
学
研
究

部
門
教
授
）、
花
岡
健
二
郎

（
同
薬
学
部
教
授
）、
林
香

（
同
医
学
部
内
科
学
（
腎
・

内
・
代
）
教
授
）、
阿
形
清

和
（
自
然
科
学
研
究
機
構 

基
礎
生
物
学
研
究
所
所
長
）、

審
良
静
男
（
大
阪
大
学
ワ
ク

チ
ン
開
発
拠
点
先
端
モ
ダ
リ

テ
ィ
・
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ

ー
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

拠
点
長
）、
高
橋
淑
子
（
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

生
物
科
学
専
攻
教
授
）、
永

井
良
三
（
自
治
医
科
大
学
学

長
）、
西
村
栄
美
（
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
老
化
再
生

生
物
学
分
野
教
授
）、
野
田

哲
生
（
公
益
財
団
法
人
が
ん

研
究
会
代
表
理
事
・
常
務
理

事
、
が
ん
研
究
所
所
長
）、

満
屋
裕
明
（
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
所
研
究
所
長
）、

柳
沢
正
史
（
筑
波
大
学
国
際

統
合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構

（W
PI-IIIS

）
機
構
長
・
教

授
）、
柳
田
素
子
（
京
都
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
腎
臓

内
科
学
講
座
教
授
）

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
生
殖
細

胞
発
生
過
程
の
再
構
築
」

　

新
し
い
生
命
の
誕
生
は
、

生
殖
細
胞
、
つ
ま
り
精
子
と

卵
子
の
融
合
に
よ
っ
て
受
精

卵
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
受
精
卵
は
母
胎
の

中
で
細
胞
分
裂
を
繰
り
返

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
臓

器
へ
と
分
化
し
て
い
く
こ
と

で
、
徐
々
に
私
た
ち
の
体
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
、
受
精
卵
が

で
き
て
わ
ず
か
2
週
間
後
に

は
、
そ
の
次
の
世
代
へ
の
準

備
が
お
こ
っ
て
い
る
、
つ
ま

り
、
生
殖
細
胞
の
元
と
な
る

細
胞
が
胎
児
の
中
で
形
成
さ

れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
２
０
０
万
年
に
わ
た

る
人
類
の
歴
史
の
中
で
、
途

切
れ
る
こ
と
な
く
綿
々
と
繰

り
返
さ
れ
る
「
生
殖
細
胞
の

発
生
」
と
い
う
神
秘
的
な
生

命
現
象
を
、
分
子
レ
ベ
ル
で

説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

の
が
斎
藤
博
士
で
す
。
斎
藤

博
士
は
、
こ
の
現
象
に
必
要

不
可
欠
な
分
子
を
発
見
し
、

そ
の
知
見
に
基
づ
い
て
、
マ

ウ
ス
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
精

子
、
卵
子
、
受
精
卵
を
試
験

管
内
で
作
り
、
さ
ら
に
マ
ウ

ス
の
個
体
ま
で
育
て
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、

斎
藤
博
士
は
ヒ
ト
の
研
究
に

お
い
て
も
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か

ら
精
子
や
卵
子
の
前
段
階
の

細
胞
を
大
量
に
作
る
こ
と
に

成
功
し
、
現
行
の
国
の
倫
理

指
針
の
許
す
限
界
ま
で
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
殖
細
胞
発
生
の
分
子
基

盤
を
解
明
し
、
体
細
胞
か
ら

受
精
卵
を
作
る
と
い
う
医
学

・
生
物
学
に
お
け
る
究
極
の

課
題
の
解
決
へ
と
道
を
切
り

開
い
た
斎
藤
博
士
の
功
績

は
、
ま
さ
に
慶
應
医
学
賞
の

受
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

考
え
ま
す
。

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
脳
の
計

算
原
理
に
基
づ
く
人
工
知
能

に
よ
る
医
学
生
物
学
研
究
の

変
革
」

　

ハ
サ
ビ
ス
博
士
は
、
脳
の

計
算
原
理
に
基
づ
く
汎
用
人

工
知
能
の
実
現
を
目
指
し
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

DeepMind

を
起
業
し
、そ
こ

で
開
発
し
た
人
工
知
能
技
術

に
よ
り
社
会
に
新
た
な
変
革

を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
サ
ビ
ス
博
士
ら
は
、
長

期
的
な
報
酬
予
測
に
よ
る
行

動
学
習
の
手
法
で
あ
る
強
化

学
習
に
、
海
馬
の
エ
ピ
ー
ソ

ー
ド
記
憶
に
着
想
を
得
た

「
経
験
リ
プ
レ
ー
」
の
機
構

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
深
層

ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
強
化
学
習
を
安
定
的
に
組

み
合
わ
せ
た
「
深
層
強
化
学

習
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
深

層
強
化
学
習
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
で
人
間
並
の
成
績
を
実
現

し
た
の
み
な
ら
ず
、
囲
碁
プ

ロ
グ
ラ
ムAlphaGo

に
実
装

さ
れ
、
人
間
の
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
圧
勝
す
る
と
い
う

人
工
知
能
の
金
字
塔
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ハ
サ
ビ
ス
博
士
ら

は
深
層
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
科
学
へ
の
応
用
に

注
力
し
、
生
命
科
学
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
ア

ミ
ノ
酸
配
列
か
ら
の
タ
ン
パ

ク
質
の
構
造
予
測
の
プ
ロ
グ

ラ
ムAlphaFold

を
開
発
し
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
予
測
さ

れ
た
タ
ン
パ
ク
構
造
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
公
開
す
る
こ
と

で
、
医
学
生
物
学
研
究
に
革

命
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

ま
し
た
。

　

ハ
サ
ビ
ス
博
士
ら
の
挑
戦

は
、
基
礎
科
学
か
ら
言
語
や

画
像
の
生
成
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な

る
挑
戦
に
よ
っ
て
脳
の
計
算

原
理
に
基
づ
く
汎
用
人
工
知

能
が
実
現
す
れ
ば
、
医
学
生

物
学
研
究
の
変
革
の
み
な
ら

ず
、
よ
り
豊
か
な
人
間
社
会

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

80
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞

者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ

び
賞
金
１
，
０
０
０
万
円
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
８
月
17
日

（
土
）
に
慶
應
義
塾
一
貫
校

生
と
現
役
医
療
系
大
学
生
及

び
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
交
流
会
「
Ｋ

Ａ
Ａ
Jr.
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
企
画
は
医
療
系
３
学

部
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の

「
リ
ア
ル
な
声
」
を
届
け
る

こ
と
で
学
部
選
択
に
臨
む
高

校
生
の
一
助
に
な
り
た
い
と

言
う
思
い
か
ら
始
ま
り
、
第

６
回
と
な
る
今
年
は
新
た
に

慶
應
義
塾
大
学
付
属
中
学
生

の
参
加
を
募
っ
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ

り
、
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン

玉
医
大
）
の
素
晴
ら
し
い
司

会
に
よ
り
、
社
会
人
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
安
藤
崇
之
君
（
総
合
診
療

科
、
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｂ
）、
佐
々

木
広
視
君
（
厚
生
労
働
省
、

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｂ
）、
伊
藤
誠
人

君
（
製
薬
会
社
）、
植
松
未

奈
君
（
助
産
師
）、
宗
あ
さ

ひ
君
（
看
護
師
）
の
５
名
で

し
た
。
最
後
に
渡
辺
真
純
三

四
会
副
会
長
か
ら
閉
会
の
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学

生
、
社
会
人
の
方
か
ら
の
多

様
性
と
示
唆
に
富
む
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
多
く
の
中
高
生
の
心

に
響
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
参
加
者
の
「
後
輩

の
た
め
に
」
と
い
う
純
粋
な

気
持
ち
で
始
ま
っ
た
Ｋ
Ａ

Ａ
Jr.
。
本
当
に
素
敵
な
企
画

に
育
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
参
加
も
増
え
て

き
た
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
後

益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

参
加
を
含
め
、
計
31
名
の
付

属
中
高
生
に
参
加
い
た
だ

き
、
過
去
最
多
の
参
加
者
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
学
生
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

3
学
部
の
学
生
が
進
学
し
た

後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
目

標
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
面

も
あ
り
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了

後
に
高
校
生
か
ら
「
進
路
を

選
ぶ
後
押
し
に
な
っ
た
」
と

の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
以
降
、
付
属
生

の
医
療
系
３
学
部
へ
の
興
味

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
つ

く
づ
く
感
じ
、
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
の

需
要
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
社
会
人

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
計
５
名
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

の
ご
協
力
の
も
と
、
社
会
人

の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

を
志
し
た
理
由
や
仕
事
の
や

り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会

人
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

ど
れ
も
鮮
明
か
つ
心
に
響
く

も
の
で
、
中
高
生
の
真
剣
な

眼
差
し
や
鋭
い
質
問
か
ら
、

彼
ら
の
将
来
へ
の
関
心
の
高

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
開
催
に
あ
た
り
お

力
添
え
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
来
年
以
降
も
実
り
多
き

会
に
で
き
る
よ
う
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

尺
と
い
う
漢
字
は
親
指
と

人
差
し
指
を
広
げ
て
長
さ
を

測
る
様
子
を
表
し
、
そ
の
二

倍
が
一
尺
と
な
り
ま
す
。
身

体
感
覚
で
捉
え
た
こ
の
長
さ

の
概
念
は
、
Ｓ
Ｉ
系
で
は
約

30
・
３
０
３
０
㎝
。
一
方
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は

神
学
・
法
学
・
医
学
部
か
ら

成
り
、Profession

が
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
聖
職
者
・
弁

護
士
・
医
師
に
限
ら
れ
て
い

埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

緩
和
医
療
科
・

呼
吸
器
外
科

半
学
半
教
と
い
う
こ
と

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

儀
賀 

理
暁（
外
72
回
）

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー

第
6
回
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
に
参
加
し
て

佐
々
木 

広
視（
94
回
）

医
学
部
総
合
診
療
教
育
セ
ン
タ
ー
助
教

中
高
生
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
て

安
藤 

崇
之（
92
回
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師

（
看
護
医
療
学
２
０
１
２
年
卒
）

自
身
の
思
い
と
向
き
合
う
こ
と

植
松 

未
奈

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

後
期
博
士
課
程

〝
チ
ー
ム
医
療
〟の
つ
な
が
り

宗 

あ
さ
ひ

　

今
回
、
10
年
ぶ
り
に
慶
應

赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ

Ａ
）
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

高
生
の
方
々
の
ま
っ
す
ぐ
な

質
問
や
真
剣
な
表
情
、
一
緒

に
登
壇
し
た
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

の
方
々
の
お
話
か
ら
良
い
刺

激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
私
に
と
っ
て
も
、
中
高

生
に
自
分
の
医
系
技
官
と
し

て
の
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア
選
択

を
ど
う
や
っ
て
伝
え
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
と
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
部
を
超
え
た
横
の
つ
な
が

　

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
の
一
つ

と
し
て
総
合
診
療
医
や
大
学

で
働
く
医
師
の
例
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
総
合
診

療
医
を
志
し
た
理
由
か
ら
患

者
さ
ん
を
診
療
す
る
上
で
の

自
身
の
感
情
面
と
の
向
き
合

い
方
ま
で
様
々
な
質
問
が
挙

が
り
と
て
も
議
論
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自

身
が
他
の
登
壇
者
の
お
話
を

伺
う
こ
と
で
と
て
も
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
変
化
の
多
い

時
代
で
す
が
、
参
加
し
て
く

れ
た
学
生
さ
ん
達
が
そ
れ
ぞ

れ
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
将
来
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
０
８
年
幼
稚
舎
卒
、

２
０
１
４
年
Ｓ
Ｆ
Ｃ
中
高

卒
、
２
０
１
８
年
看
護
医
療

学
部
卒
の
宗
あ
さ
ひ
と
申
し

ま
す
。
卒
業
後
は
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
の

看
護
師
と
し
て
勤
務
し
た

後
、
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
科
看
護
学
専
攻
に
進
学
し

修
士
課
程
を
修
了
し
ま
し

た
。
現
在
は
同
研
究
科
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
分
野
の
後

期
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
大
学
時
代

の
実
習
や
米
国Mayo Clinic

で
の
研
修
、
応
援
指
導
部
で

の
活
動
な
ど
を
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
系

学
部
進
学
を
目
指
す
中
高
生

に
と
っ
て
、
博
士
課
程
は
先

の
こ
と
す
ぎ
て
興
味
を
か
き

立
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
個
人
的
に
は
、
社
中
の
つ

な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
思
い

が
け
な
い
出
会
い
も
あ
り
、

非
常
に
刺
激
的
で
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
高
校
生
の

頃
、
こ
の
よ
う
な
会
が
な
か

っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す

が
、
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
８
月
28
日
午

後
～
29
日
午
前
に
、
湘
南
国

際
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
２
０
２
４
年
度
医
学
部
研

究
奨
励
費　

第
１
回
若
手
研

究
者
リ
ト
リ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
リ
ト
リ
ー

ト
は
、
本
塾
医
学
部
に
お
け

る
基
礎
・
臨
床
研
究
の
活
性

化
の
た
め
に
、
若
手
研
究
者

が
一
堂
に
集
い
、
お
互
い
に

刺
激
し
合
う
目
的
で
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
教
室
か
ら

１
名
ず
つ
ご
推
薦
い
た
だ
い

た
選
り
す
ぐ
り
の
若
手
研
究

者
（
計
37
名
）
と
、
同
行
教

員
10
名
（
教
授
9
名
、
専
任

講
師
1
名
）、職
員
1
名
に
な

り
ま
す
。
若
手
研
究
者
か
ら

は
、
口
演
発
表
16
演
題
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
21
演
題
の
発
表

が
あ
り
、
が
ん
、
免
疫
、
神

経
、
遺
伝
・
発
生
な
ど
の
分

野
を
対
象
と
し
て
、
生
存
解

析
な
ど
の
臨
床
研
究
か
ら
、

ヒ
ト
検
体
を
用
い
た
オ
ミ
ク

ス
解
析
研
究
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

や
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
を
用
い
た

基
礎
研
究
な
ど
多
岐
に
渡
る

内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
発
表
も
大
変
レ

ベ
ル
が
高
く
、
様
々
な
刺
激

を
受
け
る
内
容
で
あ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
発
表
の
多
く
が

英
語
で
行
わ
れ
、
そ
の
流
暢

な
語
学
力
に
も
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
何
よ
り
も
感
銘
を
受

け
た
の
は
、
い
ず
れ
の
発
表

に
お
い
て
も
5
人
も
6
人
も

若
手
研
究
者
が
質
問
に
並

び
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
同
行

教
員
か
ら
も
、「
こ
の
よ
う
に

活
発
に
議
論
を
す
る
様
子
は

国
内
の
学
会
な
ど
で
は
見
た

こ
と
が
な
い
」
と
言
わ
し
め

た
ほ
ど
の
盛
況
さ
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
別
講
演
と
し

て
、
医
化
学
教
室
の
佐
藤
俊

朗
教
授
か
ら
、
最
新
の
成
果

に
加
え
て
、
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
る

秘
訣
や
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
、「
一
流

の
研
究
に
近
道
は
な
い
」
な

ど
、
教
訓
的
な
内
容
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催

前
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
リ
ト
リ
ー
ト
に
お
い

て
若
手
研
究
者
が
活
発
に
議

論
し
、
積
極
的
に
交
流
す
る

姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
彼

ら
・
彼
女
ら
が
次
世
代
の
慶

應
医
学
の
コ
ア
と
な
る
こ
と

を
確
信
す
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本

リ
ト
リ
ー
ト
は
、
研
究
委
員

会
お
よ
び
研
究
費
等
選
考
委

員
会
が
主
体
と
な
り
開
催

し
、
そ
の
費
用
お
よ
び
助
成

金
は
、
慶
應
医
学
会
か
ら
の

寄
付
お
よ
び
医
学
部
研
究
奨

励
費
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
ご
支
援
・
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
参
加
者
の
言
葉
（
代
表
し

て
2
名
の
み
）】

■
最
優
秀
口
演
発
表
賞

臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー
／
小

児
科
学
教
室

佐
藤　

正
幸
（
１
０
１
回
）

　

第
1
回
若
手
研
究
者
リ
ト

リ
ー
ト
に
お
い
て
、
最
優
秀

口
演
発
表
賞
を
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
リ

ト
リ
ー
ト
を
通
じ
て
各
教
室

の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
で

き
、
先
生
方
の
研
究
や
発
表

ス
タ
イ
ル
か
ら
多
く
の
刺
激

を
受
け
、
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
始
ま
り
、
今

後
更
に
研
究
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。
開
催
に
ご
尽
力
頂
い

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

■
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
賞

小
児
科
学
教
室
／
微
生
物
学

・
免
疫
学
教
室

八
木
沼　

瑞
紀
（
94
回
）

　

こ
の
た
び
リ
ト
リ
ー
ト
に

参
加
し
、
分
野
の
垣
根
を
越

え
た
交
流
や
親
睦
を
深
め
ら

れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。
信
濃
町
か
ら
場
所
を
移

し
、
食
事
を
共
に
し
、
夜
遅

く
ま
で
語
ら
う
こ
と
で
、
発

表
形
式
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
気
づ
き
や
学
び
を
得
ら
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
普
段

は
お
互
い
に
見
え
づ
ら
い
横

の
繋
が
り
を
意
識
し
、
励
ま

し
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
は
11
月
20
日
（
水
）

に
北
里
記
念
医
学
図
書
館
2

階
北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
決
定
次
第
「
慶
應
医
学

賞
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順
次

掲
載
い
た
し
ま
す
。

URL

： https://www.ms-
fund.keio.ac.jp/prize/

　

今
回
第
6
回
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
中
高

生
や
大
学
生
、
同
じ
社
会
人

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
か
ら
刺
激

を
受
け
、
自
身
の
ル
ー
ツ
を

改
め
て
思
い
返
す
と
て
も
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
身

の
女
性
と
し
て
の
経
験
も
活

か
す
こ
と
の
で
き
る
「
助
産

師
」
に
出
会
え
た
の
は
学
生

時
代
の
思
い
や
活
動
が
あ
っ

て
こ
そ
で
す
。
信
念
を
持
っ

て
意
欲
的
に
活
動
し
自
分
の

力
と
し
て
吸
収
、
他
者
に
発

信
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
は
社

会
人
と
し
て
も
生
き
る
と
て

も
強
い
力
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
医
療

だ
け
で
は
な
く
様
々
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
身
と
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〜
一
貫
高
校
生
の
た
め
に

　

医
療
系
３
学
部
大
学
生
が
企
画
し
た　

�

素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
〜

深
川 

和
己（
眼
68
回
）

三
四
会
理
事

（
赤
倉
山
荘
担
当
）

片
岡 

圭
亮（
84
相
当
）

内
科
学（
血
液
）教
室

医
学
部
研
究
委
員
会
委
員
長
／
医
学
部
研
究
費
等
選
考
委
員
会
委
員
長

２
０
２
４
年
度
医
学
部
研
究
奨
励
費

第
1
回
若
手
研
究
者
リ
ト
リ
ー
ト
開
催

第６回慶應赤倉アカデミーJr.開催

　

２
０
２
４
年
８
月
17
日
、

Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
「
一
貫
校
中
・
高

校
生
と
医
療
系
三
学
部
を
も

っ
と
知
ろ
う
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
高
校

生
が
対
象
で
し
た
が
、
第
6

齊
藤　

樹（
薬
学
4
年
）

回
目
と
な
る
今
回
か
ら
は
、

中
学
生
も
参
加
対
象
に
加

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

も
含
め
る
と
30
名
ほ
ど
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
大
学

生
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
休
憩
時

間
や
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
、

積
極
的
に
パ
ネ
ラ
ー
の
方
に

質
問
を
し
に
行
く
中
高
生
の

姿
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
「
働

い
て
い
る
方
の
話
を
間
近
で

聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

将
来
像
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
」「
距
離
が
近
く
、
気

軽
に
話
し
合
え
る
環
境
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
、
大
学
生
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の

生
の
声
を
直
接
、
中
高
生
に

届
け
ら
れ
る
こ
の
場
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
開
催
に

あ
た
り
、
お
力
添
え
い
た
だ

い
た
先
生
方
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
よ
り
良
い
交
流
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
し
た
。
医
学
は
主
に
科
学

に
よ
っ
て
立
つ
学
問
で
す

が
、
学
生
さ
ん
と
卒
業
生
が

織
り
な
す
〝
わ
た
し
〟
を
受

け
取
り
な
が
ら
「
医
師
の

Professionalism

は
科
学
の

言
葉
で
は
〝
約
〟
と
し
か
表

せ
な
い
〝
ひ
と
〟
の
関
係
性

の
中
に
立
ち
現
れ
る
」
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
見
つ
め
直

す
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

り
か
ら
、
世
代
を
超
え
た
縦

の
つ
な
が
り
へ
と
活
動
の
幅

を
広
げ
、
進
化
を
続
け
る
Ｋ

Ａ
Ａ
に
、
こ
う
し
て
参
加
で

き
た
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
・
運
営
し
て
く
だ
さ

っ
た
Ｋ
Ａ
Ａ
の
先
生
方
及
び

学
生
委
員
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

NOTICE

慶
應
義
塾
医
学
部
新
聞
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

shinbun@
sanshikai.jp


